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1  　本書は、飯山市の市政に関する統計資料を収録したものです。

2 　資料は、各官公庁・団体および会社からの提供、また、本市において直接収録した

もので、資料の出所は、各表の注に付記してあります。

3 　期間については、年次とあるのが1月から12月まで（暦年）、年度とあるのが4月か

ら3月まで（会計年度）です。

4 　数値の単位未満は四捨五入してありますので、総数欄の数値と内容が一致していな

い場合もあります。

5  　統計表中の符号の用法は次のとおりです。

6 　収録されている統計で、過去の統計書の数値と相違するものは、後年度（最新の統

計書）の数値を正とします。

7 　資料については、万全の確認を行っておりますが、万一瑕疵がある場合もその責を

負いません。

「０」 単位未満
「－」 皆無または該当数字がないもの
「…」 資料なし、または不祥不明のもの
「△」 マイナス
「Χ」 該当数字の公表を差し控えたもの



平成28年(2016年)版「飯山市の統計」を刊行いたしました。
本書は飯山市の人口・産業・経済・社会・教育・文化など、各分野にわたり基本的

な統計資料を総合的に収録し、市勢の状況と推移発展の姿を明らかにしようとするも
のです。

本市の姿をご理解いただくとともに、行政をはじめ各分野において、企業経営、市
民生活の向上などの基礎資料として広くご活用いただければ幸いです。

統計は人口・産業の動きなどから、私たちがこれからのまちづくりを進めるうえで
貴重な資料となります。ご利用に際して不十分な点もあろうかと思いますが、皆様か

らのご意見、ご指導によりまして、なお一層の充実を図ってまいります。
終わりに、本書の編集にあたり、貴重な資料をご提供いただきました関係の皆さま

に心から感謝申し上げますとともに、今後ともご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

飯山市長 足立 正則
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わたしたちは、奥信濃の豊かな自然に育まれ、ふるさとへの限りない愛情を
きずなとして生活している飯山の市民です。

わたしたちは、きびしい雪と闘ってきた先人の歩みをうけつぎ、市民の平和
と幸福と自治を保障し、精神の創造をふくむ個性的な「生産の都市」として、
このまちを成長させようと決意しています。

わたしたちは、市民の名誉にかけ、互いに手をたずさえて、この崇高な理想
と目的を達成することを誓います。

１．子どもを愛し、おとしよりを敬い、温かいまちをつくります。
（連帯協力の原則）

２．自然を守り、環境を整え、美しいまちをつくります。
（環境充足の原則）

３．健康で働き、生活を楽しみ、幸せなまちをつくります。
（健康安全の原則）

４．文化を育て、創意を生かし、明るいまちをつくります。
（創造進歩の原則）

５．対話を行い、自治を進め、平和なまちをつくります。
（市民自治の原則）

飯 山 市 章

昭和29年8月1日の市制施行日に制定。
「いいやま」の文字をデザインしたもので、円

は、協調と発展を表します。市旗は、地色が黄
緑で、市章が白です。
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（１）位置・地形

（２）沿革

飯山市の概況

飯山は、古くから山国信州と日本海を結ぶ交通の要所として栄え、魚、塩など海産物の集散地、

また大和朝廷の越後・出羽開拓の重要な駅路としての役割を担い、奥信濃の中心地として発達して

きました。

戦国時代においては、上杉謙信が川中島に出陣する際の前線基地として、戦略的にも重要な地と

なり、永禄７年（１５６４年）には千曲川左岸に飯山城が築かれました。
飯山の都市形成は、この飯山城を中心になされ、幾度かの城主の変転を重ねる中で、しだいに城

下町としての機能が発達し、また、新田開拓とかんがい用水の整備が積極的になされ、農業の基盤
が確立されました。

明治維新後は、明治４年の廃藩置県によって飯山県となり、さらに長野県に編入され、町制は明

治２２年に施行されました。戦後の昭和２９年８月の町村合併法の施行により、飯山町を中心に秋

津村・柳原村・外様村・常盤村・瑞穂村・木島村・太田村・岡山村を編入し、現在の姿に至ってい

ます。
明治２６年、飯山を経由しない信越線の開通により、徐々にその物流拠点としての機能を失い、

その後は農業を中心として飯山仏壇、内山紙などの伝統工芸をはじめとする地場産業により発展し
ました。しかしながら、昭和３０年代の後半からの高度経済成長期において、産業の立地する条件
をもたなかったこと、さらに豪雪地域であることから経済成長が停滞し、若年層を中心とした人口
の流出を生じました。

市の文化・市民性としては、江戸時代から続く寺町文化・雪国らしい連帯と強調の精神があげら
れ、名僧正受老人の正受庵をはじめとする寺社景観や斑尾高原、信濃平、戸狩温泉、なべくら高
原、千曲川、北竜湖などの自然資源とあわせて、日本のふるさとにふさわしい豊かな風土と魅力を
つくりだしています。

また、高橋まゆみ人形館の開館、学校教育の拠点となる中学校および高校の整備を行い、平成２

２年１１月には「まちづくり課」を設置し、四季の変化を活かした美しい景観に富んだ街づくりを

念頭に市街地の整備事業を推進し回遊性のあるまちづくりを進めています。
さらに、平成２７年３月には北陸新幹線飯山駅が開業し、首都圏より2時間、北陸方面へ1時間

と、時間的距離が飛躍的に短縮されました。首都圏・関西圏から自然豊かな飯山市へのアクセス条
件が改善されたことにより、都市部や海外からの旅行者等、交流人口の増加による地域の発展が期
待されています。

飯山市は、長野県内で最も低い千曲川沖積地に広がる飯山盆地を中心に、西に関田山脈、東に三
国山脈が走る南北に長い地形をもっており、南西部には斑尾高原、北西部に鍋倉山東部には北竜湖
などがあり、多くの自然資源に恵まれた地です。

この南西の斑尾山から北西の鍋倉山に連なる関田山脈によって、日本海暖流の比較的暖かく湿っ
た風が上昇し、積乱雲を形成して雪を降らせるため、日本でも有数の豪雪地帯となっています。
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１）総面積は、国土地理院発表の「全国都道府県市区町村別面積調」による。
２）地区別面積は参考値（関東農政局調べ）
３）地目別面積は、「固定資産税の土地に関する概要調書」による。

飯山市のすがた

総人口 ２１，４３８人
（平成27年国勢調査）

広さ
東 西 23.1    km
南 北 25.2    km
周 囲 96.0    km
面 積 202.43 k㎡

市役所の位置
東 経 138度21分56秒

北 緯 36度51分06秒

海 抜 315       m

岡山

54.74k㎡

918人

太田

26.42k㎡

2,001人

富倉

11.21k㎡

85人

外様

11.98k㎡

878人
常盤

11.73k㎡

2,665人

瑞穂

20.60k㎡

1,736人

柳原

20.91k㎡

1,211人
飯山

16.15k㎡

6,780人

木島

8.98k㎡

2,869人

秋津

19.71k㎡

2,295人

田
20.83 

畑
19.64 

宅地
6.30 

池沼
0.05 

山林
74.06 

原野
19.10 

雑種地
2.68 

その他
59.77 

地目別土地面積（平成28年1月1日現在） 単位 k㎡
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蓮村
静間村

南條村
四ツ屋村

旭村 藤ノ木村
明9．5．30 山口村

大川村
富倉村 笹川村

小佐原      
飯山町 飯山町

飯山町 奈良沢村
昭30．4．1 明7．11 上倉村

前坂重地原区
野沢温泉村 小沼村 小沼村

昭26．7．1境界変更により 明6 戸隠新田
飯山町字大道東編入

三ツ屋村
大池

飯山町 常盤村 水澤村 水澤村
明9．5 明6 大塚新田

柳新田村
大倉崎村

飯山市 飯山市 上野新田村

昭31．9．30 昭29．8．1 戸狩村 戸狩村
照里村 明6 戸狩新田
明9．7

小泉村 小泉村
明6 小泉新田

中条村
緑村 緑村 法寺村

明9．5．30 中曽根村
中曽根村

明15．6．23
寿村 尾崎村

明9．5．30 顔戸村

犬飼村
神戸村

高野村 関沢村
明9．5 小菅村

針田村
笹沢村
前坂村

木島村 山根村
明10 安田村

上新田村
下木島村
野坂田村
天神堂村
坂井村
其綿村
吉村

山岸村
下今井村

常郷村 大坪村
明9．5．30 曽根村

小境村
下柳沢村
五束村

豊田村 堀ノ内村
明9．7 北条村

五荷村
瀬木村
蕨野村

照岡村 桑名川村
明9．7 西大滝村

一山村 温井村
明9．7 上境村

下境村

下水内郡常盤村

市町村合併系図

明22．4．1

下水内郡柳原村
明22．4．1

下水内郡飯山町

下高井郡木島村

下水内郡秋津村

明22．4．1

下水内郡外様村

明25．10．14

明22．4．1

明22．4．1

下水内郡太田村
明22．4．1

下水内郡岡山村

明22．4．1

豊郷村

明22．4．1

柏尾組北原組重地原組

下高井郡瑞穂村

入

入

入

出

入
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